青風荘　　フェイスシート

平成18年10月23日　担当：小松

	入　所　者
	氏　名　大野　友章　　　　　様　　　　　男・女　　　　昭和18年10月31日生（62歳）

	
	〒　　　　住　所　岩手県柴波郡紫波町日詰字郡山駅　79－7　　　　電話　0196-76-2567

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	なし

	
	発症時期
	S38年　4月頃（20歳時）
	罹 患 期 間
	約37年　

	
	入院回数
	2回
	延べ入院年数
	約36年6ヶ月

	医療機関
	　青南病院（主治医　千葉　良　　）
	外来受診日
	土曜日（２週　１回）

	医療区分
	　社会保険（被扶養者）
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	有・無（　２級）

	経済状況
	　障害厚生年金　　2級　　　（月額　6万６千円　　）　

	障害程度区分
	　

	日中活動の場
	デイナイトケア通所

	住まいの場
	福祉ホーム（青風荘）

	入所年月日
	Ｈ13年　5月31日
	身長
	168.6cm
	体重
	66.0kg

	最終学歴
	紫波第一中学校卒業
	免許・資格
	なし

	職　歴
	家業（タクシー会社）手伝い

	保　護　者
	氏　　名　大野　晴久様　　　　　　　　　続柄　兄　（同居　・否）

	長期目標

· 生活場所の確保

· 生活リズムの確立

· 社会性の獲得

	入院・治療歴

　　期間　　　　　　　　　　　　　　　　　入院、外来等　　　　　　　　　　医療機関名

· S38年　4月～S40年　5月　　　　　　　入院　　　　　　　　　　　　　　胆江病院（詳細不明）

· S42年　8月～H13年　5月　　　　　　　入院　　　　　　　　　　　　　　青南病院

	生活歴

昭和１８年、同胞９名の第９子として出生。中卒後は特に就労することも無く、家業のタクシ－会社、駐車場経営の手伝いをする程度で、パチンコや映画館へ通い詰め、気ままな生活をしていた。20頃に、てんかん気質の診断で入院歴があるが、詳細不明である。気に入らないことがあると、刃物などを持って暴れることもあったという。Ｓ42年8月頃より、易怒、興奮、拒絶などを呈して発病、Ｓ42年8月青南病院入院となる。

・Ｈ13年5月に青風荘入所～現在に至る。

	家族構成


	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

・次兄の大野　晴久を中心として兄弟とは交流があり、定期的な外出・外泊も行なっている。兄弟で会社を経営しており、経済面での援助も問題ない。

· 外泊は実家（次兄宅）に帰らず、ホテルに宿泊させ（本人のみ）日中、兄や義姉がホテルまで迎えに行き、墓参りや買物に連れ出している。そのため、兄の家族（子ども）とは殆ど交流がない。

· 主な援助者

青風荘　保護者　　　　大野　晴久（次兄）

　　　　　第二保護者　　大野　泰一（長男）

他の兄弟とは疎遠である。


処遇検討症例（大野　友章様）

平成　18年10月23日（月）

	氏　名
	　　大野　友章　様
	男・女
	生年月日
	　昭和18年10月31日生（62歳）


	問題点
	介入方法

	①今年の5月で入所期間満5年となることから、退所について敏感になっている。（自分では退所できると思っている。）
	①家族には今後の本人の処遇（家族側の考え）を踏まえた説明を本人にできるよう具体的な助言をする。

②本人には、退所については家族の受け入れが必要な事を説明。外泊時に退所を想定した実生活場面を確認してくることで、退所について再度検討していただく。

	②施設での指導や援助の拒否（退所するから必要なし、と決め付けている。）
	①退所してからも必要となる技能の具体例を挙げて介入する。

②家族関係や地域生活上の援助関係など、本人にとって分かりやすい関係図を作成して指導に繋げる。

	③社会生活技能の低下（社会性の欠如から理解力に乏しく、良好なコミュニケーションを保てない。）
	①全体ミーティングや食事当番など、対人関係、協調性のあるメニューを取り入れ援助・指導する。



	これまでの経過（最終評価日　H18年10月16日）

	デイナイトケアへは拒否無く通所しています。プログラムは、運動や映画鑑賞など自分の興味のある事には集中して取り組む事出来ています。勉強会などのプログラムへは知的レベルが低いため内容を理解・把握する事が出来ず、口笛を吹く・ブツブツ話すなど集中出来ずにいます。

青風荘では、和室コーナー、ホールにてテレビを観ています。他者がテレビを見ているのにも関わらず勝手にチャンネルを変えるなど私物化し、他者とトラブルとなる事があり介入要しています。また、プライドが高く、指導に対してや他者に指摘されたりすると易怒的となり、周りへ当り散らし自分の感情をコントロール出来ずにいます。コミュニケーションでは、自分の思っている事を上手く表現出来ず、的外れな言動、行動みられています。




プラン計画者　氏名：小松　美智子

次回会議予定　Ｈ18年　10月30日　（月）　青山荘地域交流活動
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